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日

本

に

お

け

る

京

劇

そ

の

演

目

と

俳

優

濱

一

衛

は
し
が
き

京
劇

の
日
本
来

演

は
大

正
八

年

の
梅
蘭

芳
東

京

出
演

が
最
初

で
あ

る

。
鈴
木

豹

軒
先

生

は

「
梅
劇

は
シ
ナ
劇

の
我

邦

に
入

り
た

る
起
初

」
(鈴
木

『品
梅
記
』

六
五
頁
)
と

い
わ

れ
、
能

の
評
論

家

坂
元

雪
鳥

は

「横

浜

や
長
崎

な

ど
は
別

と

し

て
、
東
京

の
大

劇
場

に
始
め

て
出

し
た

シ
ナ
芝

居

が
…
」
(
『新
演
芸
』
大
正

八
年
六
月
号
)
と

い
わ

れ

る
。

と
な

る
と

明
治
年

間

に

一
度

も
京
劇

の
上
演

は

な
か

っ
た

こ
と

に
な

る

が
、
坂

元
氏

の
言

の
よ
う

に
居

留

民

の
上

演

は
当
然

あ
り

、
留

学
生
達

の
上
演

の
あ

っ
た

こ
と
も

、
春
柳

社

の
人

々
の
記

録

に
よ

っ
て

明
か

で
あ

る
。

し
か
し

こ
れ
ら

は
中
国

人
向

け

で
、

日
本
人

向
け

の
公

演

は
大

正

八
年

が
は

じ

め
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

以
下
出

演
順

に
そ

の
演

目

と
俳
優

名

と
を
あ

げ

て
ゆ
く

。
勿

論
資

料
不

足

で
遺
漏

は
少

く
な

い
と
思
わ

れ
る

が
、
今

後

の
補
遺

を

ま
ち

た

い
と
思

う
。
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梅
蘭
芳

(大
正
八
年
五
月
)

梅
氏

の
東

京
帝

国
劇

場
初

出

演

は
大

正
八
年

五
月

の
こ
と

で
、
「
私
は
以
前

か
ら
、

こ
ん
な
希

望
を
も

っ
て

い
た
、

そ
れ

は
中
国

の
古

典
劇

を
国

外

に
紹

介

し

、
国
外

観
衆

の
そ

れ

に
対
す

る
看

か
た
を

知
り

た

い
と

い
う

こ
と

で
あ
る

。
そ

れ

で
わ

た
し

は

こ
こ
ろ
よ
く

こ
の
招
聰

を
う

け

い
れ

、
し

ば
し

の
準

備

時
間

の
後

、
劇

団
を

ひ
き

い
て

日
本

に
行

っ
た
凶

(梅
蘭
芳
「戯
劇
散
論
』
二
四
三
頁
)
と

い

い
、
ま

た

「経

費

は
す

べ
て

私
自
身

が
集

め

た
」
(梅
蘭
芳

『東
遊
記
』

三
一二
頁
)
と

い
い

い
、
目

的

は
経
済

観
点

か
ら

で
は
な

く
、
中

国

古
典

芸
術

伝
播

の
第

一
炮

で
あ

っ
た
と

い
う
。

こ
の
帝
劇

出
演

の
意

気

ご

み
の
な

み
な

み

な

ら

ぬ

こ
と
が

わ
か

る

の
で
あ

る
。
事

実

梅
氏

は

こ

の
あ

と
第

二
炮

と
し

て

一
九
三

○
年

に
米
国

、
第

三
炮

と
し

て

一
九
三

五
年

に
蘇

朕

に
行

っ
て
京
劇

を

演
じ

て

い
る
。

帝

劇

の
演

目

の
第

一
、
本
朝

二
十
四

孝
(先
代
幸
四
郎
の
横
藏
、
先
代
勘
弥
の
慈
悲
藏
)
。
第

二

、
現
代
劇

、
五
月

の
朝
(女
優
劇
)
。
第

三
、

ア
ラ

ビ
ア
古

典
劇

、



呪

(幸
、勘
、女
優
連
)
。
第

四
、

シ
ナ
劇

。

第
五

、
新
曲

、
娘

獅

子
。

と

い
う

こ
と

で
梅
氏

は
五

つ
の
演
目

の
中

の

一
つ
を

分
担
す

る

か
た

ち

で
あ

っ
た
。
小

さ

い
梅
氏

の
旅

行
劇

団

で
全
演

目

を
演

じ

て
薄

味

に
な

る
よ

り
充
実

し

た
も

の
を

看

せ
て
間
違

い
の
な

い
よ
う

に
し
た

の

で
あ

ろ
う

。

演
目

天
女

散
花

斉

如
山

作
。

伽
藍

は
如

来

の
命

で
、

天
女

の
と

こ
ろ

に
行

き
、

維
摩

の
と

こ
ろ

で
花

を
散

ら
し

て
病
を

見
舞
う

よ

う

に
た

の
む
。

美
し

い
舞

が
中

心
。

天
女
(梅
蘭
芳
)
、
伽

藍
(趙
醜
秋
)
、
維

摩
詰

(高
慶
奎
)
、
文
珠

師
利

(貫
大
元
)
。

酔
貴

妃

絃
索

調

「
酔
楊

妃
」
。
百
花

亭

で
玄
宗

を
待

つ
が
、
梅

妃

の
と

こ
ろ

へ
行

っ
て
し
ま
う

。
貴

妃

は
二
力

士

に
た
す

け
ら

れ
御

園

で
酒
を
す

ご
し
、

種
種

の
嬌

態
を

演
ず

る
。

こ
れ
も
舞

の
要
素

が
多

い
。
楊

貴

妃
(梅
蘭
芳
)
、
斐

力

士
(姜
妙
香
)
、
高
力

士
(高
慶
奎
)

牡
丹
亭

明

、
湯
顕

租

、
牡
丹

亭
第

十
餉

。
毘

曲

「
遊

園
驚
夢

」
。
杜

麗

娘

が
庭

の
花

園

に
遊

び

、夢

に
若

き
秀

才

の
柳
夢

梅

が
現

れ

る
。杜

麗

娘

(梅
蘭
芳
)、

春

香
(
銚
玉
芙
)
、
睡
魔

神
(貫
大
元
)
、
柳

夢

梅
(萎
妙
香
)
、
花
神

(高
慶
奎
)
、

老
夫

人
(趙
酔
秋
)
。

黛
玉

葬
花

清

、
曹

雪
芹

、
紅

楼
夢

第

二
十

七
回

下
半

、

「
埋
香

塚
黛

玉
泣
残

紅

」

の
と

こ
ろ
。
質

宝

玉
(姜
妙
香
)
、
茗
姻

(貫
大
元
)
、
林

黛

玉
(梅
蘭
芳
)
、

紫
鵠

(銚
玉
芙
)
、
襲

人
(趙
酔
秋
)
。

御
碑
亭

清

、
盧
夜

雨
伝

奇

に
出

つ
と

い
う

。
妻

が

と
あ

る
御
碑
亭

に
雨
を

さ
け

、
そ

こ
に
柳
生

春

が

い
た
と
知

っ
た

王
有

道

は
妻

を
離

縁
す

る
。

後
、

そ

れ

が
誤

り

で
あ

る
と

わ

か
り
復

縁
す

る
。

こ
の
演
目

が

日
本

で
は

一
番
喜

ば
れ

た

と
梅
氏

は

い
う

(梅
蘭
芳

『戯
劇
散
論
』
)
。
王

有
道

(高
慶
奎
)
、
孟

月
華
(
梅

蘭
芳
)
、
王

淑
英

(眺
玉
芙
)
、

孟
徳

禄
(趙
酔
秋
)
、
柳

生
春

(姜
妙
香
)
、
孟

明
時
(貫
大
元
)、
孟
夫

人
(董
玉
林
)
、

申
嵩
(高
連
奎
)
、
趙
衆

賢
(何
喜
春
)
、
挑

文
奎
」李
玉
芝
)。

千
金

一
笑

紅

楼
夢

第

三
十

一
回

上
半

、

「
撫
扇

子
作

千
金

一
笑
」

の
と

こ
ろ
。

一
名

「
晴

森
摘

扇
」

。
宝

玉
(姜
妙
香
)
、
晴
髪
(
梅
蘭
芳
)
、
襲

人
(眺
玉
芙
)
。

武
家
坡

龍

鳳
金

銀
伝

に
出

つ
と

い
う

、
征
東

全

伝

の
物

語

り
。
平

貴

は
十

八
年

ぷ
り

に
大

功
を

た

て
て
帰

郷
し

、
武
家
坡

で
久
久

の
対

面
を

す

る
。
諄

平
貴

(貫
大
元
)
、
王
宝

川
(梅
蘭
芳
)
。

遊
竜

戯
鳳

綴
白
裏

第

十

一
集

、
巻

三
、
榔

子
腔

「
戯

鳳
」
。
正
徳

遊
竜

宝
巻

。

明

の
武

宗

が
大
同

に
游

び
李

鳳
姐

の
美

し
さ

に

ひ
か
れ

て
妃

と
す

る
。

一

名
梅

竜
鎮

。

正
徳
皇

帝
(高
慶
奎
)
、

李
鳳

姐
(梅
蘭
芳
)
。

奇
隻

会

吹

腔
(克
曲
に
似
る
)
。
褒

城
県

令

趙
沖

の
妻
桂

枝

は
牢
屋

よ

り
き

こ
え

る
涙
声

か

ら
父

が
無
実

の
罪

で
入

獄
し

て

い
る

こ
と
が

わ
か

る
。

そ

こ
で

巡
按

使

に
特
赦

を
願

い
出

る
と

、
そ

の
人

は
永
年

別

れ
て

い
た
弟

で
あ

っ
た
。
禁
卒

(趙
酔
秋
)
、
李

奇
(高
慶
奎
)
、

了
漿

(董
玉
林
)
、
李

桂
枝

(梅
蘭
芳
)
、

院

公
(高
連
奎
)
、
趙

沖
(姜
妙
香
)
、
李

保
童

(挑
玉
芙
)
、
胡

巡
撫
(貫
大
元
)
。

思

凡

明
、

無
名

氏
、
華

海

記
。
崑

曲

。

趙
氏
法

名
色

空

、
人

の
世

に
あ

こ

が
れ
袈
裟

を
捨

て
て
下
山
す

る
。
趙
色

空
(梅
蘭
芳
)
。

西
廟

記

毘
曲

「拷

紅

」
。
西

廟
記

第

四
本
第

二
折

。
老

夫
人

は

紅
娘
を

呼

び
、
鴬

鴬

と
張

瑛
と

の

こ
と
を
責

め

る
が
、

紅
娘

は
却

っ
て
老

夫
人

の
破

約
を

な

じ

る
。
張

瑛
(萎
妙
香
)
、
紅
娘

(梅
蘭
芳
)
、
鴬
鴬

(銚
玉
芙
)
、
老

夫

人
(高
慶
奎

)。
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嬬

餓

奔
月

准
南

子

。
捜

神
記

。
天

界

の
物
語

り

、
嬬
餓

は
后

笄

の
練

っ
た
薬

を

ぬ
す

み
食
う

を
知

ら

れ
、
月
宮

に

の
が
れ
広
寒

仙
子

と

な
る
。

斉

如
山

作
。

後
笄

(高
慶
奎
)、
嬬

嬢

(梅
蘭
芳
)
、
呉

剛

(貫
大
元
)
、
仙
姑

(眺
玉
芙
)
、
仙
姑

(姜
妙
香
)

蘇
三

起
解

警

世
通

言
第

二
十

四
回

、
妓

女
蘇

三

(玉
堂
春
)は
冤

罪

で
太
原

に
ひ
か

れ
て

ゆ
く
、

そ

の
途
中

護
送

役
人

に
身

の
薄
倖

を
う

っ
た
え

る
。
一
名

女

起
解

。
解

差

(趙
酔
秋
)、
蘇

三

(梅
蘭
芳
)、
獄

吏

(貫
大
元
)。

虹

寛
関

階

唐

演
義

に
出

つ

と

い
う

も
見

え
な

い
よ
う

で
あ

る
。
虹

寛
関

の
守

将
辛

文
礼

は
王

伯
当

に
射

殺
さ

れ

る
。
文
礼

の
妻

東
方

氏

は
王
を

生

檎

に

す

る

が
、
そ

の
英

俊
な

る

に
ま
け

て
結

婚
す

る

。
辛
文

礼

(高
慶
奎
)、
家

将

(趙
酔
秋
)、
辛

夫

人
(梅
蘭
芳
)、

了

環

(姫
玉
芙
)
、
秦

境

(貫
大
元
)、
王

伯

当

(姜
妙

香
)
。

以
上

が
帝
劇

の
演
目

で

、
演
芸

画
報

な

ど

に
よ

る
と
、

天
女
散

花

は
五

月

一
日
よ

り
五

日
、

御
碑
亭

は
六
、

七
、

八

日
、
黛
玉

葬
花

は
九

、
十

日

、
虹

寛

関

は
十

一
日

、
酔
貴

妃

は
十

二

日
と
あ

る
。
其

の
他

の
演
目

は

い
つ
上

演
し

た

か
は

っ
き
り

し
な

い
。

な

お
神

戸

上
演

の
演
目

は
不

明

で
あ

る

が
、
大

阪

の
も

の
は
、
五

月
十

九

日
、

二
十

日

の
両

日
で
、
場

所

は
大

阪
中
央

公

会
堂

、
演

目

は
、
十

九

日
は
第

一
思
凡

、
第

二
空

城
計

、
第

三
御

碑
亭

。

二
十

日
は
第

一
琴

挑
、
第

二
鳥

竜

院

、
第

三
天
女

散
花

で
あ

る
。

空

城
計
窯

三
国

志
演

義

第
九

十
五

回
。

孔

明
が
空

城

の
計

で
敵

を
あ

ざ

む
く
。

琴

挑

明
、
高

濠

、
玉

管
記

、
第

十

六
駒

寄

弄
。

溢

必
正

は
尼

陳
妙
常

の
部
屋

を
訪

い
、
互

い
に
琴

を
弾

じ

て
思

い
を

う

っ
た
え
る
。

陳
妙

常

(梅
蘭
芳
)
、

播

必
正

(姜
妙
香
)

鳥
竜

院

水
潜

伝
第

二

十

一
回
、

「
宋

江
怒

殺
閻

婆
惜

」

、
水
濤

記
第

二

十
三
駒

「殺

惜
」
勲
宋
江
、

閻
惜
妓

、

張
文
遠

の

こ
と
。

宋

江
へ貫
大
元
)、

閻
惜

妓

(趙
酔
秋
)
、
梅
氏

は
毎

日
第

一
と
第

三
と

を
勤

め

た
。
初

日

の
空
城
計

の
孔

明
は

、
御
碑

亭

の
王
有

道

が
高

な
ら

ば
貫
大

元

で
あ
ろ
う

。

俳
優

梅
蘭

芳
(青
衣
、
花
杉
)

原
籍

は
江

蘇
泰

州
、

祖

父
梅
巧
齢

は
名

女

万
、

伯

父
雨

田
は
名

琴
師

。

八
才

よ
り

こ

の
道

に

い
り
十

一
才

初
舞

台
、

二
十

才

に
な

る
前

に
名

優

の
列

に
入

る
。

皮
黄

の
師

は
呉

菱
仙

。
四
大

名

旦
(四
人
の
女
方
)
の
筆

頭

で
他

を
圧

し

て

い
た
。
美

し
く

整

つ
た
顔

、
甘

く
円

い
天
賦

の
美

声

、

不
世

出

の
女
方

で
あ

る
。

古
装

劇

を

つ
く
り

、
毘
曲

を
復

興

し

た
。

日
本

が
中

国

に
暴

圧
を

加

え
た

こ
ろ
隠

退
し

た

か
た
ち

で

ヒ
ゲ
を
蓄

え

た

の
は
有
名

な
話

で
あ

る
。

晩
年

全
国

人

民
代

表
大

会
代

表
を

は
じ

め
多

く

の
要

職

に

つ
い
た
。

一
八

九
四

～

一
九
六

一
。

銚
玉

芙
(青
衣
)

江
蘇

籍

、
八

才
よ

り
頁

麗
川

に
老

生
を

学

び
、
後

に
青

衣

と
な
り

梅
蘭

芳
を

師

と
す

る
。
声

は
唱

い
艦出
し

は
よ

い
。
配
角

の
人

で
あ

る
。

一
八

九
六

年
生

。

高

慶
奎

(老
生
)

高

四
保
(丑
)
の
子

、
十

一
才

よ
り
頁

麗

川

に

つ
く

、
各

派

の
長
を

と
り
雑

学

の
そ

し

り
を
受

く
。

無
類

の
ノ
ド
を
持

っ
て

い
た

が
、
晩
年

駄
目

に
な

り
、
舞

台

を

退

い
た
ま

ま
残

く
な

る
。

日
本

に
来

た

こ
ろ

は
上
海

行
き

に
成

功
し

て

地
位

の
た

か
ま

っ
た

こ
ろ

で
あ

る
。
長

く
座

頭

の
地
位

を
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守

っ
た

。

一
八
九
〇
ー

四
二

年
。

姜

妙

香
(
小
生
)

河
北

河
間

の
人
。
箆

旦
姜

麗
雲

の
子
、
青

衣

で
人
気

の
あ

っ
た

の
を

十

八
才

の
冬

に
喀

血
し

て
よ

り
小
生

に
転

じ
、

陸
杏

林
、

凋
惹

林

の

指

導

を
う

け
る

。
梅
蘭

芳

の
相
手

役

と
し

て

か
か

せ
ぬ
人

、
女

方
風

が
ぬ
け

な

い
の
が
欠

点

で
あ

っ
た
。

一
八

九
〇

年
生

。

貫
大

元
(老
生
)

貫
紫

林

(武
旦
)
の
子

、
余

叔
岩

や
頁

麗

川

に

つ
い
て
学

ぶ
。
富

連
成

科
班

が

で
き

た
と
き
梅

氏

と

}
緒

に
座

頭

で
迎
え

ら

れ
た
。

梅
氏

の

相
手

役
を
長

く

つ
と
め

た
が
、

晩
年

は

二
牌

に
あ
ま

ん

じ
た
。

一
八
九

七
年

生
。

趙
酔

秋
(丑
)

天

女
散

花

の
伽

藍
(浄
)、
牡

丹
亭

の
老

夫
人

(老
旦
)黛

玉
葬

花

の
襲

人
(
花
旦
)
を

し
て

い
る

よ
う

に
何

で
も
し

て

い
る

が
、
女

起
解

の
禁
卒

を

し

て

い
る

の
で

丑

で
あ

ろ
う

。

董

玉

林
(旦
)

御
碑
亭

の
孟
夫

人

(老
旦
)、
奇
隻

会

の
了

環

(旦
)を

し

て

い
る

の
で

一
応

旦

と
し

て
お

く
。

何

喜
春

(青
衣
)

北
京

人

、
何

二
格

(丑
)
の
弟

、
富

連
成

の
出
身

、
途
中

よ

り
青

衣

と
な

る

、
配
脚

の
人

。

李

玉
芝

(不
明
)

胡
琴

茄
莱

郷
。

鼓

師

何
斌

奎
。

こ
の
時

の
演
目

は

三
種

に
わ
け

ら

れ
る

。
す

な
わ
ち

御

碑
亭

の
よ
う
な

伝
統

の
演

目

、
思
凡

の
よ

う

な
当
時

梅
氏

が
北
京

で
復

興

に
努
力

し

た
毘
曲

、

そ
し

て
千
金

一
笑

の
よ
う

な
梅
氏

の
は
じ

め

た
古
装
劇

で
あ

る
。
自

分

の
持

駒
を
全

部
披

露

し

て
、
日
本

の
看

衆

に
批

判
を

求

め
た

の

で
あ

っ
た
。

そ

の

結

果

は
熱
狂

的

な
歓

迎
と

な

っ
た

の
で
あ

っ
た
。
演

技
陣

の
方

は

姜
、
高

、
貫

、
銚
と

大

事

な
と

こ
ろ

は
堅

め
て
あ

る

に
し

て
も

如
何

に
も

弱

い
感

じ

で

あ

る
。

下

の
方

の
人

は
何

で
も

や
ら

さ
れ

て

い
て
気

の
毒

と

い
う

ほ
か

は
な

い
。
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二

趙
碧
0

(大
正
八
年
八
月
)

大

正
八
年

八

月

一
日
よ

り
大

阪
浪

花
座

で

、

日
支

合
同

大
演

芸
会

と

い
う

こ
と

で
京
劇

を
上

演
し

て

い
る
。

梅
氏

一
行

の
成
功

を
見

て

の
企
画

で
あ
ろ

う

。

日
支
合

同

の

日
本

の
方

は
長
唄

は
長

唄
芳

村
伊

十
郎

、
杵

屋

六
左

ヱ
門

、
三
味

線
杵

屋
寒

玉
。

ま

た
常
磐

津

は
兼

太

夫
、
都

太
夫

、
佐

喜
太

夫

、
三

味
線
岸

沢
仲

助

、
岸

沢
式
部

と

い
う
鈴

々
た

る
人

々
で

趙
碧

雲

の
引
立
役

と

し
て

は
立

派
す

ぎ
る

ほ
ど

で
あ

る
。
初

日

の
演
目
を

並

べ
る

と
、
第

一
常
磐

津

廓

八
景

、
第

二
長

唄
筑
摩

川

、
第

三
常

磐
津

お
染

久

松
土
手

場

、
第

四
長

唄
二

人
椀

久

、
第

五
常

磐
津
式

三

番

隻
、
第

六
長

唄
連
獅

子

、
第

七
常

磐
津

関

の
扉

、
第

八
長

唄
勧

進
帳

、
第

九

シ
ナ
劇

湖
中

美

と

い
う

ぐ

あ

い
で
日
本

側

の
演

目

は
毎

日
大
差

な
く
京

劇

は
毎

日

が
わ
り

で
あ

る
。

松
竹
関

西

演
劇

誌

に
よ
る

と
大
阪

の
あ

と
神

戸

の
中

央
劇

場

に
出
演

し

て

い
る
。

演
目

初

日

湖
中

美

正
徳

游
竜

宝
巻

に
出

つ
る

か
。

明

の
正
徳
皇

帝

が
西

湖

に
游

ん
だ
と
き

郡
宝

珠
な

る
美

女

と
歌

の
や
り

と
り
を

す

る
と

い
う
物

語

り
。



正
徳

皇
帝

(唐
維
初
〉、

郡
宝

珠
(
趙
碧
雲
〉
。

二

日
目

王
允

献
招

蝉

三
国

志
演

義
第

八

回
。
元

無
名

氏
連

環
計

。

明
、
王

済
、

連
環

記
。
京

劇

、
連
環

計
等

。
漢

の
献

帝

の
お

り

の
好

臣
董

卓

、
忠

臣
王
允

、
歌

妓

招
蝉

の
物

語
り

。
董

卓

(漏
満
順
)
、
王
允

(
謝
宝
池
)
、
　
蝉

(趙
碧
雲
)。

三

日
目

唐

明

皇
遊

月
宮

殿

唐

、

白
楽

天

、
長
恨

歌
。
清

、

洪
昇

、
'
長

生
殿

第
五

十
。

貴
妃

を
失

い
追
慕

の
情

や

み
難

き
明
皇

は
方

士

の
導

き

で

天
上

の
廣

寒
宮

に
至

っ
て
再
会
す

る
。
明
皇

(唐
維
初
)
、
方
士

(謝
宝
池
)、
貴

妃

(趙
碧
雲
)
。

四

日
目

金

蓮
戯
叔

水

濤
伝

第

二
十

三
回
。

明

、
沈
環

、
義

侠
記

、
戯

叔
。

武
松

の
兄

武
大
郎

の
妻
金

蓮

は
同
居

の
武

松
を
誘

惑

し
、

は
ね
返

さ

れ
る

と
其

の
こ
と
を

悪
し

ざ
ま

に
武

大
郎

に
告

げ

た
。
武

松

(謝
宝
池
)
、
金

蓮

(趙
碧
雲
)
。

五

日
目

氣

宣

王

漢

の
宣
帝

が
苗

妃

一
族

の
た

め
に
危

か

っ
た

が
、
賢

明
な

皇
后

蘇
氏

並

び

に
其

の
兄
弟

の
た

め
に
救

わ
れ

て
天
下

太
平

と
な

る
。

蘇

氏
(趙
碧
雲
〉

こ
の

一
座

は

八
月
十

六

日
よ

り
十

五

日
間
、
東

京

吾
妻
座

に
出
演
す

る
が
、

梅
氏

の
帝
劇

の
と
き

の
よ
う

に
歌
舞

伎

の

一
座

で
三

つ
の
演

目

の
中

の

一

つ
を

演
℃

て

い
る
。

即
ち

、
第

一
平
家

女

護
島

、
第

二

シ
ナ
女
優

劇

、
第

三
乳

房
榎

、

で
あ

る
。
歌
舞

伎

の
出

演
者

は
大
阪

の
福

圓
を

別
格

に
書

き
出

し

歌

門

、
座
頭

菊
右

ヱ
門
と

い
う
中

芸

居

で
あ
る
。

演

目

は
十
五

日
間

に
五

種

と
あ

る
。
内

容

は
不

明

な

が
ら
東
京

朝

日

の
劇

評

に
金
蓮

戯

叔
、
武

松
打

虎

が
見

え

て

い
る

か
ら

お
お

よ
そ

は
大
阪

で
の
五

種
か

と
想
像

が

つ
く

の
で
あ

る
。
そ

の
評

に

た
だ

「
珍
」

と
あ

り
、
余

程

め
づ

ら
し

い
も

の

に
思

わ

れ
た

ら
し

い
。

俳

優

趙
碧

雲

五

十
年

北
平

戯
劇

資

材
、

民
国

十
年

五
月

一
日
の
と

こ
ろ

に
、
中

和

園
出

演

の
崇
雅

坤
社

の
連
名

に
見

え

る
、
名

の
あ

る
人

の

い
な

い

一
座

の

而

も
中

程

に
位
す

る

人

で
あ
る

。

】
座

の
人

に
し

て
も

手

元

に
あ

る
資

料

で

は
名

は

出

て
来
な

い
。

以
下
其

の
連

名
を

記

し
て

お
く
。

緑
芙

蓉

、
劉
彩

鳳

、
小
蝶

仔

、
(以
上
女
優
)

謝
宝

池

、
陳

一
文

、
唐
雄

初

、
都
福

貴

、
郭

月
渡

、
謝
福

、
徐

安

、
漏
順

濱

、
趙
國

強

(以
上
男
優
)

三

梅
蘭

芳

(大

正

十
三
年

十
月

)

今
度

は
帝
劇

改

築
記

念

興
行

で
、
第

一
史
劇

神

風
。

第

二
浄
瑠
璃
紅
葉

宴

衛
士

白
張

。
第

三
両
國
巷

談
。
第

四

シ
ナ
劇

。

と
あ

る
。
第

二

は
大

倉

男
米

寿

賀

宴

に

の
み
浄
瑠

璃
源

氏

十
二
段

を
上

演

し
た

と
あ

る
か

ら
、

米
寿

の

こ
と
や
改

築

の

こ
と

が
あ

っ
て
梅
蘭

芳

が
特

に
出
演

し

た

の
で
あ

ろ
う

。

狂
言

の

た
て

か
た

は
大

正
八
年

の
時

と
同

様

で
、

四

つ
の
演
目

の
う

ち

の

一
つ
が
京

劇

と

い
う

か

た
ち

で
あ

る
。

十
月

二
十

日
、
麻

姑
献

寿

斉
如

山
作

。
清

、
調

元
楽

伝
奇

に
出

つ

と

い
う

。

天
界

の

こ
と
、
西

王

母

の
誕
生

日

に
麻

姑

は
そ

の
寿
を

祝
し

て
百

花
酒

を
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奉

る
。
古

装
劇

。
麻

姑

(梅
蘭
芳
)
、
王

母

(銚
玉
芙
)

十

月

二
十

一
日
、
廉
錦
楓

斉
如

山
作

、
鏡

花

縁
第

十
三

回
、

上
半

「
美

人
入

海
遭
魚

網
」
。
孝
女

廉
錦
楓

は
母

の
た

め
海

に
入

り
海
参

を

と
る
。

一
日
、

隣

國

の
漁
人

の
網

に

か
か

り
売

ら
れ

よ
う

と
す

る

の
を

林

之
洋

ら

に
助

け
ら

れ
、
恩

に
感

じ

て
巨
珠

を
贈

る
。

廉
錦
楓

(梅
蘭
芳
)
、
林

之
洋

(李
春
林
)。

十

月

二
十

二
日
、

紅
線

伝

斉
如

山
作

。
。唐

、
楊

巨
源

、

紅
線
伝

、

明
、
梁

辰
魚

、
紅

綾
女

雑
劇

。
辞

嵩

は
田
承

嗣

の
攻

撃

を

お
そ
れ

て

い
る
。

腰
元

紅

線

は

田

の
寝
室

に
忍

び

こ
み
金
盒

を
盗

ん

で
驚

か

せ
る
。
醇

嵩

(未
定
)、
紅

線

(梅
蘭
芳
)
、
田
承

嗣

(雀
仲
三
)
。
趙

通

(未
定
)
、
李

固
(未
定
)
。

十

月

二
十
三

日

、
酔
楊

妃

大

正
八
年

上
演

。
楊

貴
妃

(梅
蘭
芳
)
、
蓑

力

士

(姜
妙
香
)
、
高
力

士

(羅
文
奎

)。

十

月

二
十
五

日
、

麻
姑

献
寿

十

月

二
十

日
上
演

。

十

月

二
十
六

日
、

奇
隻

会

大

正
八
年

上
演

。
李

桂
枝

(梅
蘭
芳
)
、
李
奇

(喬
玉
林
)、

趙
沖

(未
定
)、
保
童

(挑
玉
芙
)
。

十

月
二

十
七

日
、

審
頭
刺

湯

明
、
李

玉

、

一
捧

雪
。

明
代

の
好

相
厳

嵩

に
贋
物

の

一
捧
雪

と

い
う

玉

杯
を

献
じ

た
莫
懐

古

は
そ

れ
が
湯

勒

の
言

で
露
見

す

る
と

、
友

人

の
戚
継

光

が
忠
僕

莫
成

の
首

を
身

代

り

に
さ
し
出

す
。

そ

の
首
を

め
ぐ

っ
て
話

は
展

開

し
、

つ

い
に
雪

艶

は
寝

室

で
湯

を

刺

す

。

雪

艶

(梅
蘭
芳
)
、
陸

嫡

(未
定
)
、
湯
勒

(羅
文
奎
)
、
戚

継

光

(札
金
奎
)
。

十

月
二

十
八

日

酔
貴

妃

前
出

。

十

月
二

十
九

日

虹

覧
関

大

正
八
年

上
演

。
辛

文
礼

(書
仲
三
)、
東

方

氏
(
梅
蘭
芳
)
、
王
伯

党

(姜
妙
香
)
、
侍
女

(銚
玉
芙
)
、
秦

境

(札
金
蛮
)、
家

将

(羅
文
奎
)。

十

月
三

十

日

二

十

二
日

分
。

十

月
三

十

一
日

二
十

一
日

分
。

十

一
月

一
日

二

十
七

日
分
。

十

一
月

二

日

御

碑
亭

大

正
八

年
上

演
。

王
有

道

(未
定
)
、
孟

月
華

(梅
蘭
芳
)、
王

淑
英

(挑
玉
芙
)、
楊

生
春

(銚
妙
香
)、

孟
徳

禄

(羅
文
奎
)
、
孟

父
(札
金
奎
)、

孟
母

(孫
甫
庭
)
、
申
嵩

(陳
少
之
)。

十

一
月

三

日

一.一
十
九

日
分

。

十

一
月

四

日

黛
玉

葬
花

大

正

八
年

上
演

。
林

宝
玉

(萎
妙
香
)、
林

黛
玉

(梅
蘭
芳
)、

茗
煙

(羅
文
奎

、
襲

人

(眺
玉
芙
)
。

俳
優

梅
蘭

芳

(青
衣
、
花
杉
)、
姜

妙
香

(小
生
)
、
銚
玉

芙

(青
衣
)

以
上
大

正
八

年
出

演
。

陳
喜

星

(老
生
)

星

は
興

に
も

つ
く

る
。

富
連

成
科

班

の
出
身

、
時
慧

宝

(老
生
)を
学

ぶ
。

出

科
当
初

は

さ
え
な

か

っ
た

が
、
四

十
才

ご
ろ

は

ノ
ド

が
さ
え

て

い
た
。

梅
氏

が
老

生

の
筆
頭

と
し

て

つ
れ

て
来

た

の
だ
か

ら
、

こ

の
こ
ろ
も

よ

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

一
九

〇
○

年
生

。

朱
湘

泉

(武
生
)
朱

桂

芳

の
兄
、

よ
く

共
演

し

た
。
武

旦
朱

文
英

の
長

子

、
福

寿

科
班

の
出
身

。
中

等

の
武

生
。
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朱
桂

芳

(武
旦
)

立

廻
り

は
勇

猛

の
う
ち

に
柔

媚

さ
が
あ

る
。

扮
像

は
美

し
く

、
き

ま
り

の
形

も
美

し

い
6
う

た
は
声

が
低

い
が
台
詞

は

は

っ
き

り
し

て

い

る
。
挑

玉
芙

と

同
じ

く
長
く

梅
氏

の

一
座

に

い
た
。

一
八

九
三
年

生

。

札
金
奎

(老
生
)

張
春
彦

、
飽

吉
祥

と
な

ら
ん

だ
二
流

の
立

役
。

孫

甫
庭

(老
旦
)
庭

は
亭

に
も

つ
く

る
。
名

旦
孫
佑

雲

の
子

、
襲
雲

甫

の
弟
子

、
一
九
三

、

四
〇
年

代

に

は
北
京
老

旦

の
先
輩

格

に
な

っ
て

い
た
。
可

も
な

く
不

可
も

な

い
と

い
う
人
。

一
九
〇
五

年
生

。

羅
文
杢

(
丑
)

青
衣

羅
巧
福

の
子

、
丑
羅

百
歳

の
弟

。

書
仲

三

(浄
)

こ
の

こ
ろ
文

明
園

で
演
目

の
は
じ

め
に
唱
う

程
度

の
人

で
あ
る
。

韓
金
福

(
小
生
)

当
時

将
来

の
あ

る
若

手

で
あ

っ
た
。

頁
多

才

(丑
)

太

っ
て

い
て
変

な
声

を
出

し
、
芸

は
俗

、
能

戯

は
多

い
。

朱
斌

仙
(
丑
)

斌

慶

社
科

班

に
九
才

入
科

、

十
六
才

出
科

、
老

生
よ

り
丑

と

な
る
。

十
数

年
後

に

は

一
流

の
丑

と
な

る
。

董

玉

林
(
旦
)

前

回

も
来

演
。

李
春

林
(老
生
)
、
陳
少

之

(老
生
)
、
喬

玉
林

(克
曲
老
生
)、

張
蕊
香

(花
旦
)
、
孫

少

山

(老
生
)

胡
弓

徐
蘭

元

鼓

何
斌

奎
。

こ

の
度

の
演

目

に
は
崑

曲

が
な

い
が

、
喬

玉

林

が

い
る

の
で
、
東

京
以

外

の
時

に
毘
曲

が
出

た

の
で
あ

ろ
う
。

前

回

ほ
ど

の
意

欲

は
見

ら
れ
な

い
が
、

そ

の
後

の
新

作

を
出

し

た
り
、

前
回

歓

迎
さ
れ

た
も

の
を

出
し

た
り

し

て
、

ご
く
確

実
な

や
り

か

た
か
と
思

わ

れ
る
。

俳
優

に
し
て
も

高
慶

窒

、
貫
大

元

が

い
な

い
で
陳
喜

星

あ

た
り
を

起
用

し

て

い
て
老
生

陣

が
貧
弱

に
見

え

る
が
、

そ

の
代

り
朱

桂

芳

が

い
た

り
、
孫

甫
庭

、
面
貝
多
才

、
朱

斌
仙

と
並

べ
る

と
、

脇

は
ず

つ
と
し

っ
か
り
し

て

い
る
。

或

い
は
今

回

の
方

が
よ

い
と
も

い
え
る

か
も
知

れ
な

い
。
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四

緑
牡
丹

(大
正
十
四
年
七
月
)

帝
劇

で
は

い
ま
ま

で

の
京

劇

の
場

合

と
同
じ

く
、

い
く

つ
か

の
演

目

の
中

の

一
つ
を
緑

牡
丹

に
や

ら

せ
る
形
成

で
、
今
度

は
女

優
劇

を
第

一
部

と
し

て

五

つ
な

ら

べ
、
第

二
部
を

シ
ナ
劇

と
し

て
十

三
日
間

上
演

し

て

い
る
。
東

京

の

ほ
か
、

宝
塚

、
福

岡
、
長

崎
、
京

都

に
出

演
し

て

い
る
。

次

の
演
目

で
は

風
塵

三
侠

が
彼

自
身

の
新
作

で
あ

る
ほ

か
は
全

部

が
伝
統

的
な
京

劇

ば

か
り

で
あ

る
。
花

旦
系

を
中

心

に
武
旦

、
青

衣
ま

で
や

っ
て

い
る
。

黄
鶴

楼

で
は

反
串

で
周

輸
を

や

つ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。

女
方

の
出

る

と

こ
ろ
は
な

い
か
ら
。

演

目

初

日

風

塵

三
侠

唐

人
小
説

:
糺

馨
客

伝

、
明

、
張
鳳

翼

、

紅
払
記

、
明

、
凋
夢

竜

、
女
丈

夫
な

ど
。

羅
嬰

公
:

風
塵

三
侠

は
程

硯
秋

の
た

め

に

つ
く

っ
た
も

の

で
あ

る

が
、

黄

の
も

の
も
大

同
小

異

で
あ

る
と

い
う

。
李

靖

が
江
を

渡

っ
て
楊

素

に
見

ゆ
る
と

こ
ろ

よ
り

は
じ

ま
り

、
糺
韓

客

が
國
を

去

る
を

、

紅

払

が
剣

の
舞

を
し

て
送

る

と

こ
ろ

で
終
る
。

二

日

穆

天
王

楊

家

将

演
義
第

三

十
六

回
。

昭
代
笛

紹

。
穆

桂

英

は
宋

将
楊

宗
保

を
生

け

ど
り

に
し

て
結

婚
す

る
。
宗

保

の
父

の
延
昭

は
宗

保

を
助

け

に
ゆ
く

が
、
落

馬

さ

せ
ら
れ

て
し

ま
う

。



三

日

鴻

鶯
禧

古

今
小

説
、
金

玉

奴
棒

打
薄
情

郎

。
今
古

奇
観

第

三
十

二
回

。
秀
才

莫
稽

は
乞

食
頭

の
娘
金

玉

奴
と
結

ば

れ
、

科
挙

に
も
通

り
赴

任
す

る

が
、
途
中

そ

の
結

婚
を
後

悔

し

て
河
中

に

つ
き
落
す

。

稽

が
後

に
見

合

い
し

た
相
手

が

玉
奴

で
、
彼

女

は
鞭

で
打

つ
て
責

め
、

両
人

元

の
さ
や

に
お

さ

ま

る
。
題

の
鴻

鶯
禧

は
劇

の
は
じ

め
に
鴻
鶯

星

君

が
出
場
す

る
か
ら

で
あ

る
。

四

日

黄
金

台

打

花
鼓

黄
金

台

、
明

、
張

伯
起

、
灌

園
記
。

明

、
漏
夢

竜

、
新
灌

園

。
な

ど
斉

の
洛
王

は
那

妃

と
宙
官

伊
立

の
意

の
ま
ま
に
な
る
。

伊
立

は
世

子

田
法
章

が
郡

妃

に
た

わ
む
れ

た
と
読

言

し

て
、

こ
れ
を

捕
え

に
ゆ

く
。

打
花

鼓

某
公

子
出

遊
し

て
打

花
鼓

の
夫

婦

に
あ

い
唱
わ

し

た
り

か
ら

か

っ
た
り
す

る
。

吹
腔

、
も

と
ざ
腔

と

い
う
。

こ
の
日

の
黄

の
だ
し

も

の
。

五

日

虹
寛

関

大

正
八

年
梅

蘭
芳

。

六

日

花

田
錯

一
名
花

田
八

錯
。

水
瀞

伝
桃

花
村

の
こ
と

に
出

つ
る

か
。
劉

員
外

の
娘

玉
燕

の

た
め

に
腰
元
春

蘭

が
花

田

の
ま

つ
り

で

え
ら

ん
で

お

い

た
靖

を
、

迎
え

に
行

っ
た
下
男

が

ほ
か

の
男
を

つ
れ
て
来

て
大

騒
動

と
な

る
。

七

日

宝

蓮
灯

元

人
雑
劇

、
沈
香

太
子
勢

華

山
。

沈
香

宝
巻

。
羅

州

の
州

官

劉
彦

昌

に
は
先

妻

の
子

に
沈
香

、
後
妻

王
英

の
子

に
秋

児

が
あ

っ
た
。

沈

香

が
学
校

で
誤

っ
て
人
を

殺
す

が

、
そ

の
罪
を

二

人
が

と
も

に
か

ぶ
ろ
う

と
す

る
。

そ
れ

を
王

英

は
わ

が
子

に
罪
を

お
わ

せ
る
。

八

日

烏

竜
院

一
名
坐

楼
殺

惜
。

水
潜

伝
第

二

十

一
回
、
宋

江
怒

殺
閥
婆

惜

。
水

濤
記

第

二
十

三
酌

、

殺
惜

。
宋

江
、

閻
婆
惜

、
張

文
遠

の
こ
と
。

九

日

探

陰
山

粉
河
湾

探

陰

山

七
侠

五
義
第

三
十

四

、
五
回

よ
り

の
換

骨
脱

胎
と

い
う

。
柳
金

蝉

が
李
保

に
殺

さ

れ
、

そ

の
死

体

は
顔
慎
敏

の
家

の
前

に
お
か

れ
る
。

そ

の
疑
を

包

極

が
解

決
す

る

。

滑
河
湾

大

正
八
年

梅
蘭

芳
。

十

日

空

城
計

大

正
八

年
梅

蘭
芳

。

院
花

漢

西
川

節
度

使
崔

寧

の
妻

は
魚
氏

、
任

蓉

郷
は
妾

で
あ

っ
た
が

、
洗
花

漢

で
部
下

の
謀

反

が
あ

っ
た

と
き
任

は
大

い
に
働
き
見

事
鎮

定

し

て
、
衆

将

よ
り
夫

人

に
推

さ
れ

る
。

十

一
日

打
魚

殺
家

お
お
よ

そ

は
後
水

濤

「
太

湖
収
漁

税

」

の
こ
と
。
梁

山

伯

の
豪

傑

薫
恩

は

一
同
帰

順

の
後
も

漁
夫

と
し

て
く

ら
す

。
そ

れ
を

土
地

の
悪

紳

が
漁
税

を

と
ろ
う

と
す

る

の

で
大

暴

れ
す

る
。

十

二

日

遊
竜

戯
鳳

大

正
八

年
梅

蘭
芳

。

十

三

日

黄
鶴

楼

三
國

志
演

義
第

四
十

五

回
。

元
人
雑

劇

、
劉
玄

徳
酔

走
黄
鶴

楼

。
周

玲

は
黄
鶴

楼

に
宴
を

設
け

、
劉

備

と
趙
雲

が
出
席

す

る
。
荊

州

の

こ
と

で

口
論

と

な
り

、
二
人

は
策

を
以

て
危

機

を
脱
す

る
。

俳
優

緑

牡
丹

(青
衣
、
花
杉
)

即
ち
黄

玉

麟

の
こ
と

、
父

は
前
清

の
知
事

、
緑
牡

丹

の
よ
う

な
芸

名

は
当
時

で
も

少

い
。
戚

艶
泳

(緑
牡
丹
)
の
父
よ

り
譲

ら
れ

た
と
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い
う

。
師

匠

は

戚
艶

泳

。

一
九
二
○

年
上

海

に
出

て
名
声

上

る
。

一
九

二
三
年

帝
劇

出
演

の
予
定

が
地
震

で

の
び
た

と

い
う

。

一
九

二
四
年

北
京

で
王

瑠

郷

の
門

に
入

る
。

一
九
0

七
年

生
。

一
座

に

つ

い
て

は
上
海

の
俳

優

と
て
資

料

が
な

い
の
で
、
連
名

を

記
す

る

に
と

ど
め
る
。

審

三
勝
(
文
武
老
生
)
、
筏
鴻

声

(正
工
老
生
)
、
程
桐

春
(小
丑
)
、

小
李

長
勝

(花
瞼
)、
張
轟

郷

(小
生
)、

沈
玉

山

(花
瞼
)
、
劉
燕

庭

(老
生
)
、
小

狸
猫

(小
丑
)、
黄

寿
麟

(老
生
)
。

琴

師

張
葵

祥
。

鼓

師

張
國

珍
。

五

十
三
旦

(大
正
十
五
年
四
月
)

四

月

二
十
六

日
よ

り
四

日
間

、
大

阪
辮

天
座

に
男

女
優

七
十
余

名

と

い
う

こ
と

で
出
演

し

て

い
る
。

演
目

よ
り

見

て
ナ

劇

の
み
で
独

立
し

て
出

演
し

た

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。
六
時

開

演

一
回
、

第
三

日

の
み
昼
夜

二
回
。

入
場
料

四

円
、

三
円

、
二
円

、

一
円

と
あ

る
。

演
目

一
日
目

狸
猫

換
太

子

元
、
無

名

氏
、
抱

牧

盒
。

明
、
挑

茂
良

、
金

丸
記

。

三
侠

五
義

第

一
「

四
十

二
回

。
上
海

の
文

武
老

生
常

春
恒

ら

が
初
演

。
題

は
宋

の
真

宗

の
李
妃

が
狸

猫
を

生

む
が
、

実
際

は
劉

妃

が
李
妃

の
生

ん

だ
皇

子

と
す

り

か
え
る

と

い
う

意
。

李

劉
二
妃

の
事

績
を
中

心

に
包

公

の

一
代

記

と
も

い
う

べ
き

長
編

で
あ

る
。

二

日
目

同
続

編
。

三

日
目

ヒ

ル

査
頭

関

漢

の
太

子

劉
唐

建

が
太
后

の
命

を
奉

じ
、

尤
家
関

ま

で
来

る
。

そ

こ
の
女
将

尤
春

風

が
漢

の
太
子

と
知

り
脆

い
て
封
を

求

め
、

二
人

の
間

に
愛

情

が
生

れ
る
。

越
虎

城

東

征

史
劇

と
あ

る
。

武
家

坡

大

正

八
年

梅
蘭
芳

。

饅
頭

庵

紅
楼

夢
第

十
五

、

六
回
。
秦

鍾

と
宝

玉

は
兄

の
枢

を

饅
頭
庵

に
送
り

、
そ

こ
の
尼

智
能

と
密

会
す

る

、
秦

の
父

が
知
り

二
人

は

つ
い
に
自
殺

す

る
。

三

日
目

ヨ

ル

花
木

蘭
替

父
従

軍

古
く

は
木
蘭

辞

が
あ

り
、

明
、

徐
滑

、
雌

木
蘭

(四
声
猿
の
う
ち
)
が
あ

る
。

梅
氏

の
演

ず

る
は
斉

如
山

作

で
あ

る
。

四

日
目

梁

武
帝

上
海

の
女

優
碧

雲
霞

の
初

演
。
梁

武
帝

の
妃

孟

瑞
雲

が
郡
皇

后

に
毒
殺

さ

れ
、
墓

中

で
太
子

を
生

む
。

十

三

旦

一
座

は
五

月

二
十
八

日

に
大
阪

松
竹
座

に
お

い
て
、
映

画

「
我

が
子

」
七
巻

と

同
時

に

「
天
女
散

花
」

を
上

演
し

て

い
る
。

こ
の

「
ヶ
月

の
問

の
こ
と

は
不

明
。

天
女
散

花

大

正
八

年
梅
蘭

芳

。

俳

優

十
三

旦

彼
女

の
来

演

に

つ
い
て
大

阪
朝

日
大

正
十

五
年

四
月

二
十

七

日
、
黒

根
生
署

名

入
り
記

事

に

「
シ
ナ
女

優

が
日
本

へ
来

た

の
は

は
じ

め
て

で
あ

る
」

と
あ

る

が
、
す

で

に
趙
碧
雲

の
来

演

の
あ

っ
た
こ
と

は
前
述

の
通
り

で
あ

る
。
同

じ
記

事

に

「
外

国
人

の
こ
ん
な
多

人

数

の
迷
子

は
恐

ら
く

前
例

を
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見
な

い
。

ま
し

て
彼

等

は
奉
国

戦
争

に
出
合

っ
て

一
部

の
座

員

と
新

調

の
衣
裳

道

具
と

を
北
京

に
置

去

り

に
し

て

云

々
」

と
あ

る

、
何

か
困
難

な
事

情

が

あ

っ
た

ら
し

い
、
次

の
小
楊

月

楼

の
来

演
と
時

日
が
相
接

し

て

い
る

の
も
不
思

議

で
あ

る
。

榔

子

の
名

女

方
十

三

旦
と

の
関
係

は
不

明

、
十

三
旦

姓

は
劉

、
名

は
昭
容

、

は
じ
め
榔

子
花

旦

、
後

に
京
劇

に

な
る
。

宣
統

年
間

は
漢

口
、
民
国

後

入

京

、

太
原

に
も

多
年

出
演

、

そ

の
全

盛
時

代

は
女
優

の
立
役
恩

暁

峯

(そ
の
娘
恩
侃
賢
は
±

二
旦
の
弟
子
)
の
相

手
役

時
代

の
十

年

で

「
貞
艶
親

王

」
と

い
わ
れ

た
。

来

日
は
二

十
八

才
と

い
う

か
ら
、
そ

の
後

数
年

に
し
て
北

京

に
残

し

た

こ
と

に
な

る
。

一
八
九

四
ー

一
九

二
八

年
。

そ

の

一
座

の
連
名

は

、
楊

掴

泉

、
獣

麟
仙

、
胡
満

堂

(堂

一
に
金
を

つ
く
る
)、
張
永
喜

、
馬

俊
筋

、
鏡

芙

、
栄
魏

青
、

張
素

郷

(張

一
に
馬
に
つ
く
る
)、李

玉
安

、

菊

農

。

六

小
楊

月
楼

(大

正

十
五
年

四

月

)

四

月
二

十
八

日
よ

り
三

十

日
ま

で
三

日
間

、
東
京

歌
舞

伎
座

に
出

演

、
歌
舞

伎

と

の
共

演

で
な
く
京

劇

の
み
の
出

演

で
あ

る
。

初

日

三
国

志

翼
州

城

第
六

十
四

回
。

馬
超

が
翼
州

城
を

落

し

て
後

、
歴

城
を

攻

め
、
敗

れ

て
翼
州

城

に
帰

る
が
、

城

に
入
る

こ
と

も
な

ら
ず

、
馬

の
妻

子
も
殺

さ

れ

る
。

四

郎
探

母
会

夫

人

楊

家

将
第

四
十

一
回
。
楊

四
郎

は
遼

に
捕

え

ら
れ

て
か

ら
尉
馬

と
な

る
。

弟

の
六
郎

は
改

め

て
宋

の
元
帥

と
な

っ
て
攻

め
て
く

る

の

で
、
同

じ
く

出

陣
し

て
く

る
母

に
会

う
。

四
郎

探
母

は

、
坐
宮

、
盗

令

、
出
関

、
見

母
、
回

令

と

つ
づ
く

。

西

遊
記

金

刀
陣

西
遊

記

と
あ

る
も

征
西

演
義

と

い
う
。

取
経

の
後

、
孫

悟
空

は
南

極
仙

翁
を

助
け

て
金

刀
陣

を
大
破

す

る
。

花

木
蘭

従

軍

大

正

十
五

年
十

三
旦

。

二
日
目

花
蝿

蝶

七
侠

五
義
第

六

十
六

、
七

回

。大

盗

花
醐
蝶
姜

永

志

は
婦
女

を

は
ず

か
し

め
て

い
た

が
、
包

極

の
部

下

に
鴛
鴛

楼

で
捕

え
ら

れ
る

。

南

天

門

尚

書

曹
正

邦
ら

は
帰

郷

の
途
中

広
華

山

で
大
雪

に
あ

い
、
玉
女

だ
け

が
生

き
残

り
、
忠

僕

の
曹

福

も
凍

死
す

る

。
福

死
し

て
南

天
門
都

土

地

に

封

ぜ

ら
れ

る
。
弾

詞
後

倭
抱

に
出

つ
る

と

い
う

。

西

遊
記

幡
桃

会

王

母

が
蟻
桃
大

会

を
す

る

の
に
招

待
し

な

い
の
を

怒

つ
た
悟
空

は
桃

は
盗

む
全

丹

は
食
う

で
大

騒
ぎ

と

な
る
。

狸

猫
換

太
子

大

正
十

五
年

十

三
旦

。

三

日
目

三
国

志
黄
鶴

楼

大

正
十

四
年

緑
牡

丹
。

三
国

志
空

城

記

大

正
十

四
年
緑

牡

丹
。

西
遊
記

大

岡
宮

蠕

桃
会

の
あ

と
李

天

王
と

の
大

立
廻

り

と
な

る
。

白

蛇
伝
金

山

寺

清
初

人

、

雷

峰
塔

伝
奇

許
仙

が
金

山
寺

に
ま

い

っ
た

と
き
、
法

海

は
許
仙

の
妻

白
氏

が
白

蛇

の
化
身

で
あ

る

と

い
う

の
で
か

え
さ

な

か

っ
た
。

白
氏

は
そ

れ

で
水
族

を
あ

つ
め

て
金

山
寺

を

水
攻

め

に
す

る

。

毎

日
最

後

の
演

目

が
小
楊

月
楼

の
演

目

で
あ

る
。

狸
猫
換

太

子

の
ほ

か
は
伝
統

京
劇

で
あ

る

が
、
演

出

は
上
海

風

の
に
ぎ

や

か
な
も

の
で
あ

っ
た

の
で

あ

ろ
う

。
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俳
優

小
楊

月

楼

名

武
生
楊

月

楼

と

の
関

係

は
不

明
。

民
国

十
年

ご
ろ

ま

で
老
生

と
し

て
活

躍
し

て

い
た
が
声

が

わ
り
し

て

か
ら
花

旦
と

な

る
。
青

衣
も

小
旦

も

や
る
と

い
う

。
東
京

出

演

の
と
き

は
女

方
時

代

で
あ

っ
た

こ
と

は

い
う

ま

で
も
な

い
。

と
り
わ
け
封

神
榜

の
旭

妃

が
有

名

で
あ

っ
た
。

唱

い
す

ぎ

で
声

を

い
た
め

て
、

民
国

十
九
年

ご
ろ

は
天
籍
舞

台

の
周

信
芳

の

一
座

に

い
た
。

他

の
座

員

に

つ

い
て

は
不

明

で
あ

る

が
、
松

竹
大

谷
図
書

館
所

蔵

の
初

日

の
上
演
劇

目

に
は
翼

州
城

の
み
配
役

が

の

っ
て

い
る
。
参
考

ま

で

に
し
る

し

て

お
く
。

張
銘

武
(
馬
超
)
、
鄭
連

杢

(朧
徳
)、
李

逢
南

(章
康
)、
劉

春
臣

(楊
阜
)、
葛

華

卿
(梁
寛
)、
将

伯
舟

(趙
衙
)、

張
鎮

蛮

(馬
岱
)
、
張
玉
高

(姜
叙
)
で
、

こ

の
中

で
葛
華

郷

は
民
国

十

九
年

、
上

海

天
蠣

舞

台

に
出

て

い
た
周
信
芳

一
座

の
丑
角
筆

頭

と
し

て
出
演

し

て

い
た
。
こ
れ
か

ら
見

る
と
武

小
生

の
張

銘
武

、

副
浄

の
劉
春

臣

も
相
当

の
尺

で
あ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

小
楊

月
楼

の

一
座

は
東
京

の
あ
と

五
月

四

日
よ
り

九

日
ま

で
大

阪
中

央

公
会
堂

に
出

演

、
主
催

は
中

華
衡

興
団

、
後

援

は
中

日

協
会

と
あ

り
、

入
場
料

は
階

下

は
五
円

、
四
円

、

三
円

、
階

上

は
三
円

、
二

円
、

一
円

と
あ

る
。

以
下

紙
幅

の
関
係

で
演

目

だ
け
列
記

す

る
。

初

日
、
長
板

坡

、
座
宮

・
盗

令

・

見
娘

、
洒
州

城

、
全
本

金

山
寺

。

二
日
目

、
花
蜴

蝶

、
金

刀
陣

、
古

城
会

訓
弟

、
貴

妃
酔
酒

、
全

本
秋

青
招

親
。

三

日
目

、
白
門

楼
、
月

下
斬

留
揮

、
旙

桃
会

、
全
本

狸
猫

換
太

子

。
四

日
目

、

二
本

虹
寛

関

、
悪
虎

村

、
芭
蕉

扇

、
七
檎

孟
獲

。
五

日
目

、
連

環
套
盗

御

馬
、

三
本

鉄
公
鶏

、
機

房
訓

、
大
売

芸

、

全

本

石
頭

夫
人
成

親

。

六

日
目

ヒ

ル
、

安

天
会

、
南

天

門
、
招

賢
鎮

、
全

本
芸

娘
。

同

ヨ
ル
、
八
大
鎚

、

武
家

坡
、

甘
露
寺

、

廻
荊
州

、
薩

花
蕩

。

あ
と
が
き

こ
の
記

録
も
大

正
年

間

に
と

ど
ま

っ
た
が
、

明
治

に
は

一
回

の
来

演
も

な
く

、
昭
和

も
今

度

の
敗
戦

ま

で

一
回

も
な

か

っ
た

こ
と
は

興
味

の
深

い
こ
と

で
あ

る
。
戦

後

に
な

る
と

昭
和

三
十

一
年

の
梅
蘭

芳

と
中
国

京
劇

院
第

三

団
、

三
十

九
年

の
中
国
京

劇

院
第

四
団

の
来

演

と
な
る

。
さ
き

に
の

べ
た
大

正

年

間

の
京
劇

は
歌
舞

伎

や
新

派

に
ま

た
舞

踊

に
種

々
の
影
響

を
も

た

ら
し

た

が
、

こ
れ
ら

に

つ

い
て

は
稿
を
改

め
て
述

べ
よ
う

と
思

う
。

最
後

に
前

記

の
上
演

演

目

に

つ

い
て
ま

と

め
て

お
く
と

、
演
目

数

は

一
〇
九

、
重
複

す

る
も

の
を
除

い
て
八
九

、
四

回
上

演

の
も

の
が
虹
覧

関

、
三
度

が
貴
妃

酔

酒
、
空

城
計

、

天
女
散

花

、
武
家
坡

で
上
演

頻
度

の
多

い
も

の
は
筋

の
分

り
や
す

い
も

の
で
あ
り

、
ま

た
三
国

、
水

濤

、
西
遊

記
な

ど

に
重
複

し

た
も

の
が
多

い
、

そ
う

い
う

日
本

人

に
な
じ

ん

だ
も

の
よ
り
特

に
え
ら

ん

で

い
る
か
ら

で
あ

ろ
う
。

俳
優

か

ら
見

る
と

、
六

回
は
女

方
四

回

、
女
優

二

回
と

い
う

か

た
よ

っ
た
も

の
で
、
立

役
や
実

悪

の
も

の
が

一
回
も

な

い
。

言
葉

の
関
係

か

ら
、
形
容

の
よ

い
も

の
と

い
う

こ
と

で
、
か
く

は
相

成

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

大

正
年
間

の
京

劇

ぱ
そ

の
お
も
し

ろ
さ

の

一
面
を

示
し

た

に
と

ど
ま

っ
た

の
で
あ

る
。
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